
基
幹
研
究
「
十
九
世
紀
の
出
版
と
流
通
」
の
目
的
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
に
あ
る
と

お
り
、
書
籍
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
の
も
と
で
流
通
し
、
そ
れ
を
人
び
と
は
ど
の
よ
う

に
入
手
し
、
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
考
察
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
そ
の
な
か
で
江
差
調
査
班
は
、
江
差
町
郷
土
資
料
館
所
蔵
の
書
籍
・
文
書
の
調
査

を
と
お
し
て
右
の
問
題
、
す
な
わ
ち
江
差
と
い
う
一
地
域
に
お
け
る
書
籍
文
化
の
あ
り

よ
う
を
立
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
具
体
的
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
木
戸
雄
一
「
明
治
初
期
の
江
差
町
に
お
け
る
書
物
の
流
通
ｌ
江
差

（
１
）

町
郷
土
資
料
館
蔵
関
川
家
文
書
を
中
心
に
ｌ
」
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
木
戸
論
文
を

ふ
ま
え
て
も
う
い
ち
ど
江
差
調
査
班
の
具
体
的
課
題
を
列
記
す
れ
ば
、

①
皇
学
舎
の
具
体
的
活
動

②
江
差
新
聞
縦
覧
所
の
あ
り
よ
う

は
じ
め
に

江
差
皇
学
舎
と
平
田
国
学

ｌ
江
差
町
郷
士
資
料
館
の
調
査
を
と
お
し
て
Ｉ

基
幹
研
究
「
十
九
世
紀
の
出
版
と
流
通
」
研
究
班
（
江
差
町
郷
土
資
料
館
担
当
）

③
東
京
で
の
書
籍
収
集
活
動

④
他
地
域
か
ら
の
書
籍
入
手

⑤
関
川
平
四
郎
（
一
鼎
）
の
俳
譜
活
動

の
五
点
に
な
る
が
、
い
ず
れ
の
問
題
も
、
関
川
家
や
藤
枝
家
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
実
態
把
握
が
中
心
課
題
と
な
る
。
②
に
つ
い
て
は
『
江
差
町
史
』
に
関
係
史
料
が

翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
③
④
と
あ
わ
せ
て
前
掲
木
戸
論
文
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

は
、
右
の
う
ち
①
皇
学
舎
の
具
体
的
活
動
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

検
証
に
先
だ
っ
て
、
ま
ず
は
『
江
差
町
史
』
第
六
巻
（
江
差
町
、
一
九
八
三
年
）
に

（
２
）

基
づ
い
て
皇
学
舎
の
あ
ら
ま
し
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

皇
学
舎
は
「
国
学
の
振
興
・
国
粋
主
義
の
鼓
吹
」
を
目
的
と
し
た
私
塾
で
、
も
と
を

た
ど
っ
て
い
け
ば
元
文
年
間
創
立
と
さ
れ
る
手
習
塾
に
あ
る
と
い
う
。
姥
神
神
社
神
主

だ
っ
た
藤
枝
政
重
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
「
手
習
い
・
読
書
・
算
盤
が
一
般

的
で
、
読
書
も
漢
籍
の
素
読
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
。
安
政
年
中
に
「
藤
枝

政
延
（
藤
枝
家
九
代
）
・
本
多
正
幸
（
町
医
師
、
左
卿
と
号
す
）
・
古
郡
真
直
（
町
医
師
）

磯
部
敦
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・
関
川
常
澄
（
平
四
郎
の
子
、
九
代
関
川
与
左
ェ
門
）
の
四
名
が
和
漢
の
書
を
集
め
、

塾
内
に
文
庫
を
創
設
し
て
皇
学
舎
文
庫
と
名
付
け
」
る
に
い
た
っ
た
が
、
『
町
史
』
に

よ
れ
ば
「
こ
の
頃
か
ら
藤
枝
手
習
塾
を
皇
学
舎
と
改
称
し
た
」
と
い
う
。
こ
の
呼
称
変

更
と
と
も
に
先
ほ
ど
の
目
的
も
鮮
明
に
な
り
、
松
前
藩
に
お
け
る
尊
皇
撰
夷
運
動
の
中

核
を
な
し
た
江
差
正
議
隊
士
が
皇
学
舎
同
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
該
地
域
に
お
け
る

思
想
的
地
盤
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
関
川
平
四
郎
（
八
代
目
関
川
家
当
主
）

に
よ
っ
て
勧
進
さ
れ
た
天
満
宮
に
国
学
の
四
大
人
（
荷
田
春
満
・
加
茂
真
渕
・
本
居
宣

長
・
平
田
篤
胤
）
が
合
祀
さ
れ
、
さ
ら
に
本
多
正
幸
に
よ
っ
て
皇
学
舎
内
に
水
詩
草
舎

も
設
け
ら
れ
た
。
皇
学
舎
は
「
藤
枝
家
（
私
宅
）
の
二
階
を
教
場
と
し
て
、
床
の
間
に

宣
長
・
篤
胤
の
害
と
肖
像
を
掛
け
、
本
居
豊
穎
（
宣
長
の
孫
）
・
平
田
鏡
胤
（
篤
胤
の

孫
）
の
贈
状
を
掲
げ
て
の
学
習
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

皇
学
舎
の
終
焉
に
つ
い
て
、
「
明
治
九
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
お
そ
ら

く
公
立
柏
樹
学
校
創
立
ま
で
は
存
続
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
『
町
史
』
は
い
う
が
、

「
思
わ
れ
る
」
と
い
う
語
尾
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
確
と
し
た
こ
と
は
不
明
の
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
後
、
「
明
治
十
四
年
藤
枝
政
延
の
没
後
に
、
皇
学
舎
同
人
会
を
結
成
し
、

同
志
の
交
り
を
長
く
続
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」
。
な
お
、
皇
学
舎
の
蔵
書
に
つ
い
て

は
、
明
治
六
年
の
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
（
以
上
、
九
○
四
～
九
○

七
頁
）
。

以
上
、
『
町
史
』
の
記
述
を
頼
り
に
皇
学
舎
の
履
歴
を
な
ぞ
っ
て
み
た
。
皇
学
舎
に

つ
い
て
考
察
す
る
ば
あ
い
詞
さ
し
あ
た
っ
て
こ
の
『
町
史
』
が
基
本
文
献
に
な
る
わ
け

だ
が
、
実
は
不
安
な
点
も
あ
る
。
先
ほ
ど
引
用
し
た
「
明
治
九
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
」
と
い
う
記
述
を
は
じ
め
、
出
典
不
明
箇
所
が
き
わ
め
て
多
い
の
で
あ
る
。
加

え
て
、
『
町
史
』
編
纂
当
時
は
未
整
理
だ
っ
た
た
め
か
、
皇
学
舎
の
中
心
人
物
で
あ
っ

た
関
川
家
お
よ
び
藤
枝
家
の
文
書
で
利
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
々
存
す
る
と
い
う

問
題
も
あ
る
。

本
稿
は
、
書
籍
の
流
通
や
購
入
と
い
っ
た
前
述
の
視
点
を
ふ
ま
え
、
『
町
史
』
に
お

け
る
皇
学
舎
関
連
の
記
述
に
つ
い
て
批
判
的
検
証
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

皇
学
舎
関
連
の
事
項
を
時
系
列
に
沿
っ
て
検
証
し
て
い
く
。
江
差
町
郷
土
資
料
館
所
蔵

関
川
家
文
書
お
よ
び
藤
枝
家
文
書
を
用
い
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、

い
ま
だ
に
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
現
時
点
で
の
成
果
と
し
て
公
表
し
て

お
き
た
い
。

元
文
年
間
（
一
七
三
六
～
一
七
四
○
）

先
ほ
ど
概
観
し
た
よ
う
に
、
藤
枝
手
習
塾
の
始
発
は
こ
の
あ
た
り
に
求
め
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
『
町
史
』
⑥
掲
載
、
藤
枝
家
所
蔵
『
天
保
八
年
丁
酉
年
五
月
門
弟
控
政

光
改
之
』
に
「
藤
原
正
重
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
よ
り
手
習
師
道
い
た
し
…
…
」
と

あ
る
が
、
政
重
が
姥
神
社
神
主
に
任
命
さ
れ
た
の
は
元
文
五
年
（
『
藤
枝
家
系
図
』
）
。

墓
碑
銘
文
か
ら
し
て
も
「
手
習
塾
の
創
始
者
は
政
重
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
く
、

そ
の
創
立
を
元
文
年
間
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
（
九
○
五
頁
）
。

皇
学
舎
関
連
事
項

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

こ
の
年
、
関
川
平
四
郎
生
ま
れ
る
。
『
青
江
理
事
官
諮
問
回
答
書
』
所
載
「
第
四
当
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天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

古
郡
真
直
生
ま
れ
る
。
『
町
史
』
⑥
に
よ
れ
ば
、
長
野
県
上
水
内
郡
豊
岡
村
、
清
水

氏
の
生
ま
れ
。
幼
名
は
貫
一
・
長
崎
に
出
て
洋
学
を
修
め
、
二
十
歳
の
と
き
単
身
松
前

城
下
福
山
に
渡
り
開
業
す
る
も
、
同
業
者
か
ら
疎
ま
れ
て
医
業
の
存
続
が
不
可
能
と
な

る
。
そ
の
後
、
弘
前
藩
医
古
郡
玄
彦
の
未
亡
人
の
養
子
と
な
り
、
古
郡
家
を
継
ぐ
。
江

差
転
住
は
、
平
四
郎
や
本
多
正
幸
の
求
め
に
応
じ
て
の
こ
と
と
い
う
（
九
一
○
～
九
一

一
頁
）
。

生
年
に
つ
い
て
は
、
後
掲
『
誓
詞
帳
』
八
（
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
別
巻
、
名
著

出
版
、
一
九
八
一
年
、
二
三
八
頁
）
よ
り
逆
算
し
た
。

地
二
功
労
ア
ル
名
望
家
ノ
人
名
履
歴
」
（
『
町
史
』
②
、
一
五
○
二
～
一
五
○
三
頁
）
に

よ
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
月
五
日
、
越
後
刈
羽
郡
橋
場
村
、
平
田
氏
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
貞
次
郎
。
弘
化

四
年
、
関
川
与
左
衛
門
（
七
代
目
）
の
養
子
と
な
る
。
安
政
六
年
に
関
川
家
の
跡
目
を

相
続
し
、
名
を
与
兵
衛
と
改
め
る
。
明
治
一
三
年
三
月
六
日
に
隠
居
、
家
督
を
与
左
衛

（
３
）

門
（
九
代
目
）
に
譲
る
。
明
治
一
五
年
六
月
一
日
没
、
享
年
六
四
。

『
町
史
』
⑥
に
よ
れ
ば
、
平
四
郎
は
「
国
学
は
勿
論
、
特
に
福
沢
諭
吉
の
学
説
に
傾

倒
し
諭
吉
の
著
書
を
読
破
し
、
彼
は
子
弟
を
慶
應
義
塾
に
学
ば
せ
て
い
る
」
と
説
明
さ

れ
て
い
る
が
（
九
○
八
頁
）
、
「
福
沢
諭
吉
の
学
説
」
云
々
に
つ
い
て
は
、
史
料
捜
索
の

の
ち
、
あ
ら
た
め
て
検
証
し
た
い
ｏ

こ
の
文
書
で
は
生
年
不
明
で
あ
る
が
、
後
掲
『
誓
詞
帳
』
に
し
た
が
っ
て
天
保
一
四

年
と
し
た
。
『
町
史
』
⑥
で
は
、
「
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
生
ま
れ
、
大
阪
に
出
て

緒
方
洪
庵
の
も
と
で
医
術
を
修
め
た
と
い
う
。
妻
の
於
竹
は
関
川
平
四
郎
の
次
女
。
義

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）

本
多
正
幸
生
ま
れ
る
。
藤
枝
家
文
書
『
〔
本
多
正
幸
履
歴
書
こ
（
１
７
１
２
３
）
の

記
述
を
以
下
に
掲
げ
る
。

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）

藤
枝
政
延
生
ま
れ
る
。
生
年
は
、
後
掲
『
誓
詞
帳
』
八
よ
り
逆
算
。
藤
枝
政
延
筆

『
神
社
明
細
書
上
』
（
明
治
八
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
安
政
五
年
六
月
、
吉
田
家
よ
り
大

神
主
跡
目
免
状
を
受
け
て
い
る
（
『
町
史
』
③
、
一
七
四
頁
）
。

本
多
正
幸

天
保
年
八
月
生

一
学
術
皇
学
漢
学

漢
学
ハ
旧
藩
学
舘
一
一
オ
ヰ
テ
修
学

皇
学
ハ
東
都
本
庄
区
横
川
町
。
平
田
篤
胤
。

没
後
門
人
平
田
鐵
胤
。
二
従
テ
修
学

明
治
廿
年
七
月
廿
八
日
右
本
多
正
幸

北
海
道
渡
島
国
檜
山
郡
江
差

法
花
寺
町
士
族
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安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

『
町
史
』
⑥
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
、
関
川
平
四
郎
が
藤
枝
塾
の
塾
神
と
し
て
天
満
宮

を
姥
神
大
神
宮
境
内
に
勧
請
し
、
門
弟
に
よ
っ
て
天
神
講
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

同
書
に
よ
れ
ば
、
藤
枝
政
延
、
本
多
正
幸
、
古
郡
真
直
、
関
川
与
左
衛
門
の
四
名
が
塾

内
に
皇
学
舎
文
庫
を
創
設
し
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
与
左
衛
門
は
七
歳
で
あ
り
、
皇
学

舎
が
本
格
的
に
始
動
し
た
と
す
る
『
町
史
』
の
記
述
に
は
疑
問
が
残
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
年
に
姥
神
神
社
に
天
満
宮
を
勧
請
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
町

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

関
川
与
左
衛
門
生
ま
れ
る
。
『
青
江
理
事
官
諮
問
回
答
書
』
所
載
「
第
壱
当
地
ノ
財

産
ア
ル
有
力
者
ノ
族
籍
姓
名
履
歴
」
（
『
町
史
』
②
、
一
四
九
四
～
一
四
九
六
頁
）
に
よ

れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

嘉
永
二
年
二
月
、
関
川
家
八
代
目
当
主
平
四
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
名
は

与
市
（
与
一
と
も
）
。
安
政
六
年
二
月
、
平
四
郎
が
町
年
寄
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
商
売

に
従
事
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
同
年
六
月
に
与
市
は
与
左
衛
門
と
改
名
し
て
家
業
に
従
事

す
る
。
皇
学
舎
中
心
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
関
川
常
澄
と
は
彼
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記

述
に
従
え
ば
、
家
督
を
継
い
だ
安
政
六
年
は
一
○
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ど
の
程
度

「
家
業
に
従
事
」
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

代
思
想
」
に
強
く
影
響
を
与
え
た
‐

に
本
多
の
名
前
は
見
あ
た
ら
な
い
。

父
の
平
四
郎
と
と
も
に
皇
学
舎
や
正
議
隊
の
推
進
者
と
し
て
活
躍
し
、
平
四
郎
の
「
近

代
思
想
」
に
強
く
影
響
を
与
え
た
」
と
さ
れ
る
が
（
九
○
九
頁
）
、
適
塾
の
塾
生
名
簿

史
』
③
掲
載
、
藤
枝
政
延
筆
『
神
社
明
細
書
上
』
（
明
治
八
年
五
月
）
よ
り
裏
付
け
ら

れ
る
（
二
七
三
頁
）
。

た
だ
し
、
こ
の
史
料
に
「
関
川
平
四
郎
」
の
名
は
出
て
こ
な
い
。
『
北
海
道
教
育
史
』

地
方
編
一
（
北
海
道
立
教
育
研
究
所
編
・
北
海
道
教
育
委
員
会
発
行
、
一
九
五
五
年
）

は
、
天
満
宮
勧
請
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

実
は
、
『
町
史
』
に
お
け
る
教
育
関
係
の
記
述
は
こ
の
『
北
海
道
教
育
史
』
を
も
と

に
し
て
い
る
箇
所
が
き
わ
め
て
多
い
。
文
書
の
整
理
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
免
れ

え
な
い
が
、
『
町
史
』
利
用
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

末
社

天
満
宮

一
、
祠
六
尺
四
方

一
、
祭
神
菅
原
神
勧
請
安
政
三
年

一
、
祭
日
九
月
二
十
五
日

関
川
平
四
郎
が
菅
天
神
を
勧
請
し
て
姥
神
宮
に
天
満
宮
（
「
藤
枝
貞
麿
筆
明
治

二
十
年
姥
神
宮
明
細
帳
」
ｌ
松
枝
蔵
ｌ
に
は
学
祖
神
社
と
あ
る
）
を
創
立
す

る
に
及
び
天
神
講
が
組
織
さ
れ
、
年
々
一
度
の
天
神
宮
祭
に
は
、
各
塾
の
子
弟
父

兄
も
集
り
、
清
書
を
奉
納
す
る
等
展
覧
会
を
兼
ね
た
に
ぎ
や
か
な
催
し
と
な
っ
た
。

（
四
○
三
頁
）
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年
次
は
不
明
だ
が
、
掲
載
書
名
か
ら
み
て
、
次
に
掲
げ
る
関
川
家
文
書
『
覚
〔
三
二

文
本
箱
三
本
二
付
こ
（
７
１
３
６
６
８
）
と
だ
い
た
い
お
な
じ
時
期
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。 安

政
五
年
（
一
八
五
八
）
こ
ろ

藤
枝
家
文
書
『
〔
書
籍
注
文
書
侃
文
斎
物
詩
選
二
部
他
こ
（
６
１
７
６
）
を
以

下
に
掲
げ
る
。

覚一
五
拾
三
匁
会
玉
篇
十
二
冊
極
々
上
板
本

長
谷
川
様

湯
浅
様

側
文
斎
詠
物
詩
選
二
部

連
珠
詩
格
二
部

紀
郊
新
書
一
部

国
史
略
二
部

草
茅
危
言
一
部

右
之
通
御
注
文
奉
願
上
以
上

三
月
十
二
日
笠
嶋
散
平

井
口
雄
平

年
次
は
「
午
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
木
戸
雄
一
「
皇
学
舎
の
書
物
と
そ
の

流
れ
ｌ
江
差
町
郷
土
資
料
館
蔵
関
川
家
文
書
か
ら
ｌ
」
（
基
幹
研
究
「
十
九
世
紀

の
出
版
と
流
通
」
例
会
報
告
資
料
、
二
○
○
六
年
一
二
月
）
に
し
た
が
っ
て
安
政
五
年

と
し
た
。
『
国
史
略
』
や
『
草
茅
危
言
』
、
『
通
議
』
と
い
っ
た
書
籍
は
幕
末
の
動
き
を

反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
が
、
『
孔
子
家
語
』
や
四
書
五
経
後
藤
点
な
ど
漢
籍
の
基

本
テ
キ
ス
ト
も
列
記
さ
れ
て
い
る
。
藤
枝
家
文
書
は
「
長
谷
川
」
「
湯
浅
」
宛
だ
し
、

関
川
家
文
書
の
ほ
う
は
関
川
与
兵
衛
他
宛
な
の
で
、
皇
学
舎
に
直
接
関
係
し
て
く
る
も

の
で
は
な
い
の
だ
が
、
『
町
史
』
が
皇
学
舎
が
本
格
始
動
し
た
と
説
明
す
る
時
期
の
読

一
弐
拾
五
匁
訓
蒙
故
事
要
言

一
弐
拾
四
匁
草
茅
危
言

一
拾
壱
匁
山
陽
先
生
通
議

一
拾
九
匁
孔
子
家
語

一
三
拾
一
匁
後
藤
点
五
経
上
本

一
拾
八
匁
五
分
同
四
書

〆
百
八
拾
壱
匁
五
分

右
之
通
御
座
候
以
上

午
五
月
十
五
日

高
岡
屋
忠
助

関
川
与
兵
衛
様

浜
屋
文
左
衛
門
様

播
清
様
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篤
胤
の
『
神
字
日
文
伝
』
を
与
一
す
な
わ
ち
与
左
衛
門
が
写
し
た
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
平
田
国
学
に
関
連
す
る
史
料
と
し
て
は
も
っ
と
も
は
や
い
も
の
に
な
る
の
だ
が
、

当
の
『
神
字
日
文
伝
』
は
関
川
家
文
書
・
藤
枝
家
文
書
に
は
見
あ
た
ら
ず
、
も
と
に
し

た
の
が
誰
の
蔵
書
で
あ
っ
た
の
か
確
定
し
え
な
い
。
皇
学
舎
の
名
前
も
見
え
ず
、
与
左

衛
門
個
人
が
写
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
や
や
時
代
は
降
る
が
、
関
川
家
文
書
『
元
治
元
年
諸
用
留
蔵
書
目
録
下

書
子
年
よ
り
改
』
（
１
４
１
５
２
９
）
は
、
一
丁
オ
モ
テ
に
「
蔵
書
記
／
俳
書
不
記

詩
書
同
断
／
与
市
改
之
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
与
市
（
与
左
衛
門
）
の
手
に

な
る
蔵
書
目
録
で
あ
る
。
同
書
に
は
四
書
五
経
（
注
釈
書
や
余
師
も
含
む
）
、
通
俗
軍

書
、
読
本
、
心
学
書
な
ど
一
○
二
点
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
俳
書
不
記
詩
書
同
断
」

と
あ
る
俳
書
や
詩
書
は
と
も
か
く
、
国
学
書
は
見
あ
た
ら
な
い
。
前
述
の
こ
と
と
あ
わ

せ
て
考
え
て
み
る
と
、
皇
学
舎
の
始
動
は
『
町
史
』
よ
り
も
時
代
は
も
っ
と
降
る
よ
う

書
状
況
は
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

関
川
家
文
書
『
文
久
元
年
三
月
神
字
日
布
美
（
神
字
日
文
伝
中
抜
写
）
』
（
２
５
１

７
６
）
の
末
尾
の
識
語
を
以
下
に
掲
げ
る
。

右
日
文
者
伊
吹
廼
舎
ノ
平
ノ
篤
胤
大
人
ノ
著
書
神
字
日
文
伝
二
之
巻
ヨ
リ
謹
テ
写

之
者
也

文
久
元
年
春
三
月

江
差
関
川
ノ
与
一
謹
識

さ
ら
に
同
年
は
、
本
多
正
幸
に
よ
っ
て
皇
学
舎
内
に
水
詩
草
舎
が
併
設
さ
れ
た
年
で

も
あ
っ
た
（
同
、
九
○
七
頁
）
。
「
江
差
の
そ
れ
（
磯
部
注
尊
皇
撰
夷
運
動
）
は
皇
学

舎
を
中
心
と
す
る
国
粋
主
義
に
基
づ
く
も
の
」
で
あ
っ
た
と
『
町
史
』
⑥
は
説
明
す
る

が
（
同
頁
）
、
四
大
人
合
祀
お
よ
び
「
皇
学
舎
」
「
水
涛
草
舎
」
に
関
す
る
記
述
は
、
藤

枝
家
『
日
記
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ま
の
と
こ
ろ
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
『
町

史
』
が
参
考
に
し
て
い
る
前
掲
『
北
海
道
教
育
史
』
に
よ
れ
ば
、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

『
町
史
』
⑥
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
に
国
学
の
四
大
人
を
天
満
宮
と
合
祀
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
「
国
学
の
振
興
・
国
粋
主
義
の
鼓
吹
」
と
い
う
皇
学
舎
の
原
則
が
鮮
明
に
な
っ

た
と
い
う
。
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

で
あ
る
。

（
磯
部
補
足
皇
学
舎
の
国
学
的
性
格
は
）
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
前
記
政
延

以
下
四
名
に
よ
っ
て
、
天
満
宮
（
学
祖
神
社
）
に
国
学
の
四
大
人
荷
田
春
満
・
賀

茂
真
渕
・
本
居
宣
長
・
平
田
篤
胤
の
合
祀
に
よ
っ
て
鮮
明
と
な
り
、
国
学
の
振
興
・

国
粋
主
義
の
鼓
吹
を
皇
学
舎
の
原
則
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
『
町
史
』
⑥
、
九
○
六
～
九
○
七
頁
）

慶
応
三
年
（
一
八
七
六
）
政
延
以
下
四
名
は
、
羽
倉
東
麿
・
賀
茂
真
淵
・
本
居
宣

長
・
平
田
篤
胤
の
国
学
四
大
人
を
学
祖
神
社
に
合
祀
し
、
国
学
の
振
興
を
志
し
た
。
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と
あ
る
（
四
○
三
頁
）
。
同
書
は
「
明
治
二
十
年
姥
神
宮
明
細
帳
」
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
た
関
川
家
お
よ
び
藤
枝
家
文
書
に
見
あ
た
ら
ず
、

裏
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

関
川
家
文
書
『
皇
学
会
規
則
』
（
２
７
１
９
５
１
２
）
に
「
四
大
人
会
式
年
祭
典
ハ

臨
時
遷
拝
式
執
行
ノ
事
」
と
あ
り
、
国
学
四
大
人
が
合
祀
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
の

よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
の
こ
と
な
の
か
は
特
定
し
え
な
い
。
な
お
、
同
文
書
の

年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
毎
月
壱
名
金
何
銭
シ
、
積
立
ノ
事
」
と
新
単
位
「
銭
」
の

（
４
）

文
言
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
七
年
以
降
成
立
の
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
三
年
（
一
八
七
○
）

五
月
二
五
日
、
関
川
与
左
衛
門
が
東
京
へ
出
立
。
翌
月
二
日
に
到
着
し
、
八
月
一
二

日
に
江
差
に
戻
っ
て
き
た
。
『
関
川
平
四
郎
日
記
』
第
四
番
に
よ
れ
ば
、
こ
の
出
京
は

「
東
京
願
書
海
官
所
井
民
政
局
へ
差
遣
ス
」
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
（
『
町
史
』
④
、
一

七
四
頁
）
。
こ
の
と
き
与
左
衛
門
が
購
入
し
た
物
品
に
つ
い
て
は
関
川
家
文
書
収
蔵
の

日
記
類
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
関
川
家
文
書
『
出
府
中
仮
日
記
』

（
１
２
１
１
７
）
に
は
「
一
皇
学
社
印
二
百
文
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
六
丁
ウ

ラ
、
日
付
な
し
）
。
ま
た
、
関
川
家
文
書
『
明
治
三
年
五
月
吉
日
旅
行
記
録
（
金
銭
出

入
一
一
付
）
』
（
１
４
１
５
２
１
）
に
は
「
函
（
磯
部
注
六
月
）
八
日
／
一
金
弐
分
弐
朱

皇
学
社
／
印
壱
」
（
二
丁
オ
モ
テ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
金
額
が
違
う
こ
と
か
ら
、
こ

の
と
き
に
二
種
類
の
「
皇
学
舎
印
」
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
「
明
治
二
十
年
姥
神
宮
明
細
帳
」
）

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
三
種
類
の
皇
学
舎
印
が
確
認
で
き
て
い
る
。
【
図
版
①
】

甲
印
は
一
‐
皇
学
／
社
印
」
と
刻
ま
れ
た
方
形
陽
刻
朱
印
で
、
『
耶
蘇
一
代
記
弁
妄
』
初

編
（
藤
枝
家
文
書
、
１
２
１
４
１
）
に
押
捺
さ
れ
て
い
る
。
【
図
版
②
】
乙
印
は
上

段
に
神
代
文
字
ら
し
き
も
の
を
配
し
、
下
段
に
「
藤
枝
政
延
／
本
多
正
方
／
古
郡
真
直

／
関
川
常
澄
」
と
皇
学
舎
メ
ン
バ
ー
を
列
記
し
た
方
形
陽
刻
朱
印
。
『
古
学
二
千
文
』

（
藤
枝
家
文
書
、
１
４
１
１
４
）
に
捺
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
関
川
家
文
書
『
皇
学
舎
掛

金
出
納
（
明
治
三
年
一
月
二
五
日
）
』
（
２
５
１
４
４
）
に
も
甲
印
と
と
も
に
押
捺
さ

れ
て
い
る
。
【
図
版
③
】
丙
印
は
、
印
文
は
【
図
版
②
】
乙
印
に
酷
似
し
て
い
る
が
、

下
段
が
「
藤
枝
政
延
／
本
多
正
幸
／
古
郡
真
直
／
関
川
常
澄
」
と
な
っ
て
お
り
、
本
多

の
名
前
が
直
さ
れ
て
い
る
。
【
図
版
①
】
甲
印
と
お
な
じ
く
『
耶
蘇
一
代
記
弁
妄
』
初

編
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
甲
印
・
丙
印
の
捺
さ
れ
た
『
耶
蘇
一
代
記
弁
妄
』
初
編
は
「
明

治
第
七
年
四
月
刊
行
」
（
刊
記
）
で
、
か
つ
前
述
の
と
お
り
甲
印
・
乙
印
が
明
治
三
年

『
皇
学
舎
掛
金
出
納
』
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
与
左
衛
門
が
注
文
し

た
皇
学
舎
印
は
甲
印
と
乙
印
の
二
種
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
本
多
の
名

前
を
訂
正
し
た
丙
印
が
作
製
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
与
左
衛
門
は
こ
の
出
京
の
と
き
に
書
籍
も
購
入
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を

い
ま
、
関
川
家
文
書
『
明
治
三
年
五
月
吉
日
旅
行
記
録
（
金
銭
出
入
二
付
）
』
（
１
４
１

５
２
１
）
よ
り
抜
き
出
し
て
み
る
。

六
月
十
六
日

一
金
弐
分
也

一
金
壱
部
三
朱
也

鬼
神
新
論

祝
詞
正
訓

壱壱
冊冊

○○
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一
図
版
①
】
甲
印

↑
ｂ
’
’
二

【
図
版
②
】
乙
印

【
図
版
③
】
丙
印 鱗1

ｰ

。

拳
ムー

リ画一 進
一

書
名
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
右
は
い
ず
れ
も
平
田
国
学
の
書
籍
で
あ
る
。
吉
田
麻

子
「
気
吹
舎
の
著
述
出
版
ｌ
新
出
『
気
吹
舎
日
記
』
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
近
世
文

藝
』
七
五
号
、
日
本
近
世
文
学
会
、
二
○
○
二
年
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
気
吹
舎
の
書
籍

販
売
方
法
は
、

①
特
定
の
書
騨
が
売
り
弘
め
所
と
し
て
割
印
を
も
ら
い
、
売
る

②
害
騨
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
数
冊
ず
つ
渡
し
、
売
っ
て
も
ら
う

一
金
壱
部
弐
朱
也
入
学
問
答
壱
冊
○

一
金
三
朱
也
童
蒙
入
学
門
壱
冊
○

一
金
弐
部
弐
朱
也
祭
文
例
／
祭
典
略
二
冊
○

一
（
屋
号
）
／
三
朱
三
百
文
神
代
系
図
壱
冊

（
マ
マ
）

一
（
屋
号
）
／
弐
朱
四
百
文
毎
朝
神
拝
式
壱
冊

一
本
多
／
金
弐
朱
也
医
祖
神
号
壱
冊
×

一
〃
人
／
金
弐
朱
也
衣
食
住
神
号
壱
冊
×

一
金
弐
朱
也
縣
居
大
人
真
跡
壱
部
○

一
金
弐
朱
也
鈴
の
屋
大
人
真
跡
壱
部
○

一
金
弐
朱
也
徳
行
式
壱
部
○

一
金
弐
朱
也
立
言
文
壱
部
○

一
三
朱
也
撞
木
随
壱
部
○

一
名
大
道
式
向

〆
金
三
両
壱
部
弐
朱
七
百
文

※
右
（
屋
号
）
は
山
笠
に
「
二
十
」
で
、
関
川
家
の
屋
号
で
あ
る
。
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③
地
方
の
代
表
格
的
な
門
人
に
ま
と
め
て
渡
し
、
そ
の
土
地
の
人
々
に
売
る

④
鎮
胤
が
地
方
巡
歴
の
際
に
売
る

⑤
直
接
、
気
吹
舎
を
訪
れ
て
き
た
者
に
売
る

の
五
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
（
八
○
頁
）
。
①
で
は
松
屋
善
八
、
②
で
は
、
天
保
一

一
年
こ
ろ
ま
で
は
和
泉
屋
庄
二
郎
や
須
原
屋
伊
八
な
ど
江
戸
所
在
の
書
騨
の
名
が
散
見

さ
れ
る
と
い
う
。
今
回
の
ば
あ
い
、
与
左
衛
門
が
東
京
に
出
向
い
た
と
き
に
購
入
し
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
右
の
う
ち
⑤
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
と
き
購
入
し
た
書
籍
は
、
そ
の
後
、
皇
学
舎
に
代
金
請
求
が
な
さ
れ
て
い
る
。

関
川
家
文
書
『
皇
学
舎
掛
金
出
納
（
明
治
三
年
一
月
二
五
日
こ
（
２
５
１
４
４
）
に

卜
０
コ
ス
、
こ

は
、
「
関
川
常
澄
／
…
…
／
〃
（
磯
部
注
午
十
一
月
）
／
一
金
弐
両
三
分
壱
朱
本
代
」

と
み
え
る
。
ち
な
み
に
、
同
文
書
で
は
「
常
澄
」
を
「
ト
コ
ス
ミ
」
と
よ
ん
で
い
る
が
、

関
川
家
文
書
『
道
中
記
』
（
１
２
１
７
２
）
識
語
に
「
津
弥
寿
美
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
来
は
「
つ
れ
す
み
」
と
よ
む
か
と
思
わ
れ
る
。

話
を
戻
そ
う
。
請
求
金
額
が
前
掲
購
入
書
籍
代
金
よ
り
少
な
い
の
は
、
関
川
家
屋
号

の
記
さ
れ
て
い
る
『
神
代
系
図
』
『
毎
朝
神
拝
式
』
の
二
点
と
「
本
多
」
（
本
多
正
幸
）

に
渡
す
『
医
祖
神
号
』
『
衣
食
住
神
号
』
の
計
四
点
が
除
か
れ
て
い
る
か
ら
で
、
与
左

衛
門
は
、
残
り
一
○
点
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
書
名
と
と
も
に
皇
学
舎
に
書
類
を
提
出

す
る
の
で
あ
っ
た
。
藤
枝
家
文
書
『
記
〔
金
弐
分
鬼
神
新
論
一
冊
也
こ
（
４
１
１
３

す
る
の
で
あ
っ
た
。
藤
枝
家

５
）
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

（
皇
学
舎
甲
印
）
／
記

一
金
弐
分
也
鬼
神
新
論

壱
冊

こ
こ
ま
で
は
、
与
左
衛
門
が
東
京
に
出
た
と
き
に
直
接
購
入
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
が
、
江
差
に
い
る
と
き
は
ど
の
よ
う
に
し
て
購
入
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
藤
枝
家

文
書
『
覚
〔
一
金
拾
両
三
分
古
史
伝
廿
弐
冊
代
他
〕
』
（
４
１
１
０
７
）
よ
り
そ
の
一

例
を
み
て
お
こ
う
。

一
金
壱
部
三
朱
也
祝
詞
正
訓
壱
冊

一
金
壱
部
弐
朱
也
入
学
問
答
壱
冊

一
金
三
朱
也
童
蒙
入
学
門
壱

一
金
弐
部
弐
朱
也
祭
文
例
／
祭
典
略
二
冊

一
金
弐
朱
也
縣
居
大
人
真
跡
壱
部

一
金
弐
朱
也
鈴
の
屋
大
人
真
跡
壱
部

一
金
弐
朱
也
徳
行
式
壱
部

一
金
弐
朱
也
立
言
文
壱
部

一
三
朱
也
大
道
式
向
壱
部

〆
金
弐
両
三
部
壱
朱
也

右
之
通
御
座
候
間
御
引
合
可
被
成
下
候
已
上

正
月
廿
六
日
関
川
与
一

文
庫
司
御
取
締
中

（
皇
学
舎
甲
印
）
／
覚

一
金
拾
両
三
歩
古
史
伝
廿
弐
冊

一
金
壱
朱
象
壱
部
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こ
の
「
覚
」
を
作
成
し
た
「
鈴
鹿
」
と
は
橋
本
屋
鈴
鹿
甚
右
衛
門
の
こ
と
で
、
「
江

差
佐
平
治
町
（
現
橋
本
町
）
で
、
呉
服
、
質
座
を
営
」
ん
で
い
た
、
江
差
を
「
代
表
す

る
豪
商
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
（
『
町
史
』
②
、
四
六
頁
）
。
も
う
ひ
と
つ
「
ノ
’
一
ィ
印
」

と
は
江
差
切
石
町
で
太
物
類
を
商
っ
て
い
た
松
沢
伊
八
の
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
『
訂

正
増
補
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
に
「
呉
服
太
物
商
／
…
…
／
兼
荒
物
、
醤
油
醸
造

（
５
）

業
…
…
｜
ノ
’
一
イ
松
沢
伊
八
切
石
町
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
右

の
文
書
は
、
「
古
郡
」
ｌ
古
郡
真
直
が
『
古
史
伝
』
二
二
冊
他
の
購
入
を
鈴
鹿
甚
右

衛
門
に
頼
み
、
鈴
鹿
は
松
沢
伊
八
に
頼
ん
で
同
書
を
購
入
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
『
古
史
伝
』
を
ど
の
本
屋
か
ら
購
入
し
た
の
か
ま
で
は
分
か
ら
な

い
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
輸
送
に
は
船
が
使
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
船
と
い
え
ば

関
川
家
も
北
前
船
の
経
営
を
お
こ
な
っ
て
い
た
わ
け
で
、
そ
う
し
て
み
る
と
、
そ
の
時
々

の
状
況
に
よ
っ
て
頼
む
相
手
が
変
わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
拾
貫
七
百
文
右
弐
割
／
ノ
ニ
イ
印

内
金
拾
両
之
預
り

差
引
／
〆
三
歩
壱
朱
卜
／
拾
貫
七
百
文

右
立
替
分

弐
両
弐
朱
卜
弐
百
六
十
五
文

右
之
通
り
御
座
候
已
上

午
十
二
月
鈴
鹿

古
郡
様

〆
拾
両
三
歩
壱
朱

一
拾
貫
七
百
文
右
弐
割
／
ノ
ニ
イ
印
へ
／
請
と
り
払
分

話
を
書
籍
に
戻
す
と
、
右
の
書
籍
は
皇
学
舎
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
皇
学
舎
の

出
納
簿
に
古
郡
か
ら
の
請
求
が
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
『
皇
学
舎
掛
金
出
納
（
明
治
三

年
一
月
二
五
日
）
』
よ
り
掲
げ
て
お
く
。

如
上
、
こ
の
年
に
皇
学
舎
印
が
作
製
さ
れ
同
印
を
押
捺
し
た
書
籍
注
文
の
文
書
が
あ

る
こ
と
、
右
の
『
皇
学
舎
掛
金
出
納
』
表
紙
に
「
明
治
三
年
庚
午
年
正
月
廿
五
日
」
と

記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
同
文
書
の
記
述
が
明
治
三
年
一
月
二
五
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
み
て
、
皇
学
舎
の
始
発
は
こ
の
時
期
に
求
め
る
べ
き
か
と
考
え
る
。

む
ろ
ん
、
「
藤
枝
手
習
塾
」
は
元
文
年
間
以
来
ず
っ
と
続
い
て
お
り
、
『
町
史
』
が
皇

学
舎
の
始
動
期
と
見
定
め
た
安
政
年
間
も
手
習
塾
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
『
町
史
』
③
掲
載
「
門
弟
控
」
（
一
四
九
二
～
一
五
○
六
頁
）
が
証
し
て
い
よ
う
。

皇
学
舎
創
設
の
明
治
三
年
は
、
ち
ょ
う
ど
藤
枝
政
延
が
手
習
師
匠
を
受
け
継
い
だ
年
の

よ
う
で
、
「
門
弟
控
」
に
は
「
明
治
三
年
午
の
と
し
よ
り
／
藤
原
政
延
門
人
名
前
組
」

と
し
て
一
二
一
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
「
明
治
六
年
酉
年
／
木
村
石
太
郎
」
と
い
っ

た
記
述
か
ら
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
手
習
塾
は
存
続
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
こ
に
記
さ
れ

た
人
び
と
は
、
た
と
え
ば
「
江
口
信
太
郎
／
此
子
供
三
ヶ
月
斗
よ
り
入
学
不
致
候
」
や

古
郡
真
直
／
…
…

〃
（
磯
部
注
午
）
十
二
月

一
金
弐
両
壱
部
鈴
鹿
註
文

三
朱
卜
本
代

弐
百
六
十
五
文
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前
年
の
皇
学
舎
始
動
に
続
き
、
こ
の
年
に
も
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
。
皇
学
舎
印
に

名
を
連
ね
る
藤
枝
政
延
、
本
多
正
幸
、
古
郡
真
直
、
関
川
与
左
衛
門
の
四
名
が
、
平
田

国
学
に
入
門
す
る
の
で
あ
る
。
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
別
巻
（
名
著
出
版
、
一
九
八

一
年
）
所
載
の
『
誓
詞
帳
』
八
よ
り
、
彼
ら
の
入
門
記
録
を
抜
き
出
し
て
み
る
。

「
関
川
賢
五
郎
／
此
子
供
十
日
斗
よ
り
入
学
不
致
候
」
な
ど
と
い
っ
た
記
述
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
「
子
供
」
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
藤
枝
家
文
書
『
履
歴
書
』
（
１

７
１
１
８
）
所
載
の
水
野
精
一
郎
（
天
保
三
年
二
月
生
）
履
歴
に
は
、
「
皇
学
ハ
江

差
県
社
姥
神
大
神
宮
祠
官
故
権
中
講
義
藤
枝
政
延
二
就
テ
修
学
ス
」
と
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
藤
枝
手
習
塾
と
は
別
に
、
「
皇
学
」
を
修
め
る
場
と
し
て
皇
学

舎
が
明
治
三
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
「
門
弟
控
」
は
、
『
町
史
』

③
で
は
「
皇
学
舎
門
弟
控
」
と
の
文
書
名
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
藤
枝
手
習

塾
を
皇
学
舎
と
改
称
し
た
」
と
考
え
た
ゆ
え
の
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

右
に
み
た
よ
う
に
、
藤
枝
手
習
塾
と
皇
学
舎
は
別
個
の
機
関
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ

云
写
つ
ｐ

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

四
三
四
三
渡
島
国
桧
山
郡

館
藩
士
族

明
治
四
年
辛
未
六
月
一
日

四
三
四
四
同同

（
日
）

四
十
一
歳

平
真
直‐

古
郡
貫
一

二
十
九
歳

藤
原
正
幸

右
は
六
月
一
日
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
入
門
願
は
同
年
一
月
に
書

状
を
も
っ
て
願
い
出
て
い
た
。
藤
枝
家
文
書
『
書
簡
』
（
３
１
３
０
）
は
、
そ
の
と
き

に
送
っ
た
書
状
の
下
書
き
で
あ
る
（
句
読
点
は
磯
部
、
以
下
お
な
じ
）
。

（
皇
学
舎
甲
印
）
／
一
筆
啓
上
仕
候
。
春
寒
未
退
兼
候
処
、
先
以
／
□
口
倍
御
勇

健
被
為
遊
、
御
座
恐
悦
之
御
儀
奉
存
候
。
次
二
御
塾
中
御
一
統
様
御
揃
被
成
、
御

座
珍
重
奉
存
候
。
就
者
拙
子
共
別
紙
願
筋
仕
候
間
御
前
宜
敷
御
披
露
之
程
願
上

候
。
叩
為
鹿
菓
料
合
幣
弐
百
疋
啓
上
仕
候
。
御
受
納
被
成
下
候
様
御
執
成
願
上
度
、

以
鹿
礼
如
斯
御
座
候
。
恐
僅
謹
言
。

正
月
十
一
日
館
藩
士
族
医

古
郡
貫
一

真
直
（
花
押
）

同
医

本
多
恒
斎

四
三
四
六
同姥

神
宮
神
主

同
（
日
）

四
三
四
五
同同

（
日
）

本
多
恒
斎

二
十
三
歳

平
通
文
〔
常
澄
〕

関
川
与
左
衛
門

三
十
歳

藤
原
政
延藤

枝
長
美
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平
田
国
学
へ
の
入
門
が
平
田
国
学
書
購
入
よ
り
あ
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
書
籍
購

入
時
に
皇
学
舎
の
話
を
し
た
り
な
ど
し
て
入
門
を
勧
め
ら
れ
た
た
め
か
と
想
像
さ
れ
る

の
だ
が
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
示
す
史
料
は
な
い
。

『
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
六
号
（
二
○
○
九
年
三
月
）
に
は
気
吹
舎

の
金
銭
入
金
帖
「
金
銀
入
覚
帖
」
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
関
川
与
左
衛
門
が
東
京
に

出
向
い
た
明
治
三
年
五
月
と
皇
学
舎
が
入
門
し
た
明
治
四
年
一
月
は
、
記
録
者
の
綾
瀬

が
ち
ょ
う
ど
京
都
に
い
る
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り
（
明
治
三
年
三
月
下
旬
か
ら
明
治
四

（
６
）

年
一
○
月
）
、
「
金
銀
入
覚
帖
」
に
彼
ら
の
名
前
は
見
あ
た
ら
な
い
。

さ
て
、
平
田
入
門
後
、
皇
学
舎
は
さ
っ
そ
く
書
籍
を
購
入
し
て
い
る
。
【
図
版
④
】

は
関
川
家
文
書
『
平
田
大
人
並
門
人
著
述
書
入
費
目
録
』
（
３
４
１
０
１
１
）
で
、

「
平
田
大
人
並
門
人
著
述
書
」
が
三
二
点
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
「
皇
京
麩
屋

正
方
（
花
押
）

同
士
族

関
川
与
一

通
文
（
花
押
）

姥
神
宮
神
主

藤
枝
長
美

政
延
（
花
押
）

気
吹
舎
御
塾

御
衆
中
様

御
披
鱈

町
通
御
池
下
ル
池
村
久
兵
衛
拝
／
東
京
小
伝
馬
町
三
丁
目
新
道
吉
岡
十
次
郎
配
」

と
あ
る
の
で
、
吉
岡
十
次
郎
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
冒
頭
に
「
未
六

月
改
」
と
あ
る
が
、
「
特
別
展
示
「
明
治
維
新
と
平
田
国
学
」
出
陳
史
料
解
題
並
翻
刻
」

所
載
「
平
田
家
蔵
版
偽
物
吟
味
依
頼
」
解
題
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
年
こ
ろ
は
「
小
伝
馬

町
の
書
騨
吉
岡
十
次
郎
が
」
「
平
田
の
板
本
の
売
り
弘
め
を
任
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う

（
７
）

こ
と
、
谷
省
吾
『
平
田
篤
胤
の
著
述
目
録
』
に
も
『
平
田
大
人
並
門
人
著
述
書
入
費
目

録
』
が
モ
ノ
ク
ロ
図
版
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
年
記
「
未
正
月
改
」
を
谷
は
「
明
治

（
８
）

四
年
の
こ
と
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
，
本
稿
で
も
明
治
四
年
六
月
の
こ
と
と

し
た
。藤

枝
家
文
書
『
〔
気
吹
舎
先
生
著
書
目
録
こ
（
１
１
７
８
）
に
は
四
八
点
の
書
籍
と

そ
の
値
段
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
右
の
『
入
費
目
録
』
と
一
致
し
て
い
る
。

皇
学
舎
に
と
っ
て
の
必
要
書
籍
を
書
き
抜
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
『
武
道
神
号
』

を
加
え
た
四
九
点
を
吉
岡
＋
次
郎
よ
り
購
入
し
て
い
る
。
藤
枝
家
文
書
『
覚
〔
領
収
書
〕
』

（
１
１
７
４
）
は
吉
岡
作
成
の
領
収
書
で
、
購
入
費
は
計
「
拾
四
両
弐
歩
三
朱
卜
五
貫

五
拾
文
」
で
あ
っ
た
。
年
次
は
「
二
月
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
右
の
よ
う
な
事
情
か
ら

す
る
と
翌
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
年
次
不
明
な
が
ら
、
皇
学
舎
は
平
田
国
学
書
を
秋
田
屋
太
左
衛
門
や
須
原
屋

茂
兵
衛
か
ら
も
購
入
し
て
い
る
。

藤
枝
家
文
書
『
覚
〔
領
収
書
〕
』
（
１
１
７
５
）
は
、
秋
田
屋
太
左
衛
門
か
ら
『
古

史
伝
』
や
『
古
今
妖
魅
考
』
な
ど
三
六
点
「
〆
金
廿
八
両
壱
朱
ト
弐
貫
百
文
」
を
購
入

し
た
と
き
の
も
の
で
、
「
正
月
十
八
日
」
付
「
中
村
」
宛
の
領
収
書
で
あ
る
。
こ
の

「
中
村
」
と
は
中
村
小
三
郎
の
こ
と
で
、
前
掲
「
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
に
よ
れ
ば
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（
－
０
Ｊ
）

江
差
法
華
寺
辺
所
在
の
小
間
物
商
で
あ
る
。
ま
た
、
藤
枝
家
文
書
『
覚
〔
拾
三
匁
万

変
大
統
譜
弐
枚
他
〕
』
（
４
１
９
５
）
は
、
須
原
屋
茂
兵
術
よ
り
『
万
声
大
統
譜
』
お

よ
び
『
表
儀
略
』
の
二
点
「
壱
両
一
朱
三
百
廿
九
文
」
を
購
入
し
た
と
き
の
も
の
で

「
二
月
晦
日
」
付
の
領
収
書
で
あ
る
。
宛
名
は
「
上
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
藤
枝
家
文

書
『
お
ぼ
へ
〔
書
出
し
こ
（
４
１
１
３
２
）
に
「
金
廿
八
両
壱
朱
卜
弐
貫
百
文
秋

田
屋
太
左
衛
門
殿
」
と
「
銀
七
匁
五
分
表
儀
略
」
代
が
「
五
月
」
に
中
村
小
三
郎
か

ら
「
本
田
様
／
古
郡
様
」
宛
の
請
求
書
に
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
須
原
屋
分
も

企
二
分
鰹
申
一
太
兆
■
段
今
い
ぶ
，
０

蕊
魂
魯
忍
蓮
真
Ｉ
舛
琿
鑑
甑
ｕ
一
盆
隼
５
邑
典
仔
喝
興
蛾
§
Ⅸ

一
有
逗
唾
久
○
頁
。
ケ
憩
愚
＊
本
邸
心
９
偉
康
丸
魂
１
平
一
心
蛾
風
■
阜
及
碓
典

一
古
史
曇
Ｐ
Ｒ
呼
禺
烏
寡
傘
噛
日
農
か
極
収
え
岬
一
昨
Ａ
ｇ
氏
囚
恥
同
も
え

一
角
■
■
麓
岡
炳
恥
鍵
Ａ
解
り
鼎
興
い
み
一
座
亜
己
貯
や
岡
叺
穆
與

否
定
得
一
筋
町
働
南
骨
鳶
竃
木
ざ
甸
唾
哩
興
エ
ネ
一
式
典
杵
り
ｑ
も
Ｂ
民

同
佇
側
側
女
月
間
公
學
阜
呑
艮
、
衣
門
勵
二
傘
＊
台
⑫
鈴
７
民
心
添
兎

一
別
吟
七
吋
も
一
旬
郷
約
や
一
公
邑
塞
△
Ｎ
ｇ
－
ａ
＆
、
姫
神
働
一
臥
唾
竃

委
更
率
脚
蝿
孵
鋤
同
烏
睾
分
玉
穐
△
日
吟
叺
欠
目
や
画
面
士
■
す
肉
斗
同
氏

宝
ら
飯
伐
飼
坐
耐
皇
ネ
弓
．
・
４
卜
４
併
存
ｒ
二
蟻
曜
富
領
群
漁
一
眼
、
え

両
二
４
齢
，
璽
曾
藁
曽
九
一
幹
代
藁
圃
卿
伸
や
全
阜
睡
員
恩
晶
串
Ａ
鈴
目
▲
石
虻

苦
争
吐
錘
年
目
鯛
索
岡
繍
卒
岡
一
京
含
丈
式
章
抽
ｇ
寵
尋
呂

一
時
ｆ
ｕ
え
縛
転
準
向
存
一
象
一
古
典
１
醗
纏
ヰ
岡
一
葉
一
倭
建
倣
ォ
■
一
旦
に

壷
総
局
牲
周
二
分
亀
制
紳
岬
鈎
侭
亀
東
一
粋
塵
分
舛
磯
岡
一
芋
晶

一
鼻
紙
今
嬰
埠
今
鯛
二
骨
一
糸
一
上
紙
鍔
正
勇
画
一
永
吉
英
一
寺
盛
唯
一
働
一
蝶
凹
嘩

屯
圃
凝
剰
零
風
二
分
塁
邪
守
稲
曙
．
唾
３
弓
■
、
ｇ
唇
當
一
一
員
敬
周
一
俳
句
省
実

泓
蛎
昼
運
起
零
目
？
↑
朱
一
」
陽
随
酔
鼈
閥
醗
篭
触
Ｆ
Ｊ
．
割
一
古
題
字
幹
号
圏
乱

一
鬼
舛
澗
塗
同
分
離
両
脇
範
幽
舎
吊
木
医
嘩
⑲
？
飼
紫

蝋
鋼
込
観
叫
参
恥
出
溌
笈
轍
蝿
一
魂
扇
今
嗽
質
醐
周
一
等

凡
守
劇
辱
酉
公
魚
４
吋
鯵
国
分
や
打
台
羅
阜
Ｕ
錦
瓜
■
一
馬

一
Ｌ
手
寸
勢
蘭
○
閣
吾
や
侭
竹
艸
増
人
４
瑚
塗
朱
一
紳
智
銅
典
為
里

１
何
久
‘
則
耳
サ
声
似
う
冠
者
宥
今
分
４
脚
恐
（
遺
僅
函
瞬
《
へ

人
作
聯
《
＃
卿
＃
吉
噌
素
芯
画
令
塊
翰
ぞ
蝋
超
説
。

｜
９
掘
弓
肉
悪
ｙ
承
一
伊
哩
松
呂
塞
同
尋
準
永
甲
・
‐
二
１
６
鴫
砠
擾
“
一

竹
“
耐
か
卿
伽
哩
卿
卸
舎
営
＊
Ｐ
５
肘
図
汎
』
而
呵
山
岡
胤
些

ｈ
ｒ
Ｉ
、
．
＃
ｑ
印
、
１
回
皇
撮
鵯
岨
司
永
可
’
電
ｌ
ト
ー
．
的
寵
瑚
一

声
ｈ
剛
自
■
咽
固
■
朋
側
凹
凹
巴
ご
画
■
■
■
■
■
■
■
函
■
■
■
■
■
香
り
討
切
別
府
Ｌ
Ｌ
再
山
畑
凋
脳
■

痔
謀
４
脚
鴬
会
一
分
雑
ｆ
酔
う
刺
牝
寺
島
■
■
■
■
■
岬
ｒ
船
⑥
■
漢
ぶ
よ
職
分
、
津

山
Ⅳ
町
民
局
＄
凸
凡
も
盟
乃
吟
的
翰
剣
■
■
■
■
■
３
曹
醐
禍
明
ｆ

姐
化
も
今
縄
４
師
父
古
硬
方
ぽ
唾
守
別
叫
ご
凪
ｆ
４
制
ザ

時
働
側
凹
采
瞥
蝿
渦
６
紐
両
■
回
鹿
皿
■
師
同
閣
閃
■
旧
図
図
Ｎ
閉
凶
■
■

血
受
”
徳
掘
肉
二
分
一
ｋ
崎
緬
踊
り
蜜
晶
Ｔ
‐
Ｆ
１
臓
駐
か
固
り
画
刃
飼
駈
Ｌ

又
踊
な
宍
今
卑
伺
暮
一
傘
臣
，
蝿
間
田
凧
謝
仰
寓
■
■
■
■
■
『
々
．
．
“
し
墜
嘱
囲
刷
圏
園
盟

一
難
蛎
胤
蕊
難
宙
禽
・
§
＃
圖
閣
一
層
謹
頃
‐
闇
一
一
雲
、
・
・
静
一
一
回
序
閣
間
■

苧
篭
卜
－
個
．
言
‐
Ｆ
翻
瑚
一
睡
脇
刷
陣
傍
汎
一
顧
醗
弼
劇
劃

一
毎
巳
唯
睦

證
墨
画
縄
》
．
霜
暑
風
Ｉ
Ｉ
Ｊ
‐
｜
＃
弔
詞
醤
龍

言
夫
唱
苓
芋
ニ
リ
え
會
家
一
件
宇
赴
十
号
蛾
迩
土

日
令
艮
希
阿
二
未
一
飼
諾
胸
Ｒ
圏
号
一
件
石
画
画
講
延
十
進

Ｒ
掘
奮
輪
希
岡
二
朱
仲
緯
筆
述
域
ｇ
皐
一
難
●
本
項
軸
鰍
飼
廊
単
Ｔ
ｘ

－
最
文
筒
働
謬
一
古
鐘
調
鎗
曜
里
隼
萱
ｔ
膏
画

一
乗
婆
寺
閏
甚
系
一
味
＆
韓
弔
ロ
ー
東
飼
曹
に

了
猷
な
辱
い
》
認
迅
全
恥
正
臼
屯

轟
怜
囲
可

雫
坤
丑
オ
鯨
嘩
画
雨
画
酎
一
牢
ゴ
ロ
■
一
癖
韓
銅
啓
定
畷
二
手
一
曲
起
呵
俺
彼
態
守
．
興
祭

孵
晦
ｒ
Ⅱ
Ⅱ
娠
隆
侭
津
出
嘩
１
Ｉ
Ｔ
４
ｊ
到

凸
警
迅
焔
剤
等
睡
飼
一
寸
一
ぶ
ぇ
仔
忌

全
篁
鰍
脚
孝
泳
十
を
蛾
盲
丈

圏
号
一
件
石
画
口
語
丘
十
進

巴
皐
一
難
●
本
項
軸
鰍
飼
廊
単
十
瓦

■
ユ
隼
一
五
ｔ
膏
圃
飼
曹
に

９
－
隼
了
猷
な
辱
い
》
認
迅
全
恥
正
臼
と

字
一
手
葡
起
呵
俺
彼
蛾
可
現
祭

事
一
＊

■
■
■
■
■
玉
峰
侭
津
磁
癬
１
札
孵
噸
州
噛

雁
剛
躁
曜
皿
魂
噸
匙

』

【図版④】平田大人並門人著述書入費目録

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

す
で
に
前
掲
木
戸
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
年
、
関
川
与
左
衛
門
は

函
館
に
出
か
け
て
『
増
訂
表
義
略
式
」
と
『
増
訂
神
事
略
式
』
の
二
点
を
東
京
の
本
屋

（
、
）

へ
注
文
し
て
い
る
。
両
書
は
皇
学
舎
に
と
っ
て
喫
緊
要
用
の
書
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
関

川
家
文
書
『
注
文
扣
（
増
訂
表
義
略
式
増
訂
神
事
略
式
二
付
）
』
（
２
５
１
２
０
７
）

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

中
村
小
三
郎
経
由
で
購
入
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、

両
文
書
は
年
次
不
明
で
あ
る
が
、
平
田
国
学
書
の
朧
入
と
い
う
点
か
ら
み
て
明
治
四
、

五
年
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

注
文
扣

一
増
訂
表
義
略
式
金
三
朱
五
百
文

一
増
訂
神
事
略
式
金
二
分
五
百
文

〆
代
弐
分
三
朱
壱
貫
文

此
処
江
五
拾
銭
壱
部

拾
銭
三
部

右
者
神
葬
祭
二
付
神
官
右
左
一
一
ハ
ナ
シ
カ
タ
キ
害
已
而
一
一
て
、
実
二
片
時
モ
無

之
而
者
不
相
成
候
間
、
幸
箱
館
御
越
之
事
故
願
上
候
。
其
地
二
無
御
座
候
ハ
、
御

知
間
之
方
江
御
頼
至
急
ニ
東
京
ヨ
リ
御
取
寄
二
相
成
り
候
様
、
御
心
配
被
下
度
偏

一
一
奉
願
度
候
。
実
二
御
推
察
之
上
、
来
月
中
二
落
手
ニ
相
成
り
候
様
、
屹
度
御
配

意
詫
上
申
候
事
也
。
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さ
て
、
明
治
六
年
三
月
五
日
、
「
西
風
夜
八
ッ
時
過
ぎ
中
歌
町
出
火
」
し
、
「
焼
失
家

屋
数
二
三
軒
、
戸
数
三
六
軒
・
土
蔵
三
カ
所
・
板
蔵
五
カ
所
」
が
焼
け
た
。
『
町
史
』

⑥
に
「
皇
学
舎
文
庫
の
蔵
書
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
火
災
で
灰
壗
に
帰
し
た
こ

と
は
、
誠
に
残
念
な
事
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
（
九
○
六
頁
）
、
こ
の
火

事
に
よ
っ
て
姥
神
町
や
皇
学
舎
が
焼
け
た
と
い
う
史
料
は
み
あ
た
ら
な
い
（
『
町
史
』

⑥
、
六
六
○
～
六
六
一
頁
）
。
『
関
川
平
四
郎
日
記
』
第
拾
三
番
に
も
こ
の
火
事
に
よ
る

皇
学
舎
文
庫
焼
失
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
類
焼
家
名
」
に
も
藤
枝
の
名
は
み

え
な
い
（
『
町
史
』
④
、
三
八
三
頁
）
。
実
は
こ
の
箇
所
も
ま
た
、
「
明
治
六
年
（
一
八

七
三
年
）
の
家
事
に
藤
枝
家
も
類
焼
し
、
蔵
倉
の
書
庫
も
、
倉
一
ぱ
い
の
書
籍
も
、
い
っ

さ
い
灰
儘
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
前
掲
『
北
海
道
教
育
史
』
の
記
述
に
基
づ
い

文
庫
蔵
焼
失
を
示
す
具
体
的
史
料
に
は
欠
け
る
が
、
状
況
証
拠
を
ひ
と
つ
提
示
し
て

お
く
。
前
出
の
関
川
家
文
書
『
皇
学
会
規
則
』
（
２
７
１
９
５
２
）
に
、
次
の
よ
う
な

記
述
が
見
ら
れ
る
。

さ
い
灰
儘
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
前
掲
『
北
圭

て
お
り
、
具
体
的
史
料
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
は
な
い
。

二
月
廿
七
日
同
社
正
幸

〃
真
直

〃
政
延

文
庫
主
常
澄
大
人

但
し
賃
銭
之
高
下
二
不
拘
、

一
文
庫
建
築
ハ
速
成
ヲ
要
ス
ル
’
一
付
左
ノ
方
法
ヲ
設
ク

至
急
頼
上
候
。

既
述
の
よ
う
に
、
同
文
書
の
成
立
は
明
治
七
年
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ

が
、
し
て
み
る
と
、
明
治
六
年
の
火
事
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
「
文
庫

建
築
」
を
お
こ
な
お
う
と
し
て
い
た
、
と
い
う
文
脈
で
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
速
成
」

の
背
景
に
は
、
や
は
り
明
治
六
年
の
出
火
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
二
年
（
’
八
七
八
）
以
降

皇
学
舎
の
存
続
に
つ
い
て
、
『
北
海
道
教
育
史
』
は
「
「
明
治
六
年
文
庫
が
焼
失
し
て

皇
学
舎
は
終
り
を
告
げ
た
よ
う
に
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
前
記
本
居
・
平
田
両
家
の
贈

状
に
明
治
九
年
と
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
う
」
（
藤
枝
修
衡
談
）
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、

（
Ⅲ
）

柏
樹
校
創
立
ま
で
続
い
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
四
○
四
頁
）
。

こ
こ
で
い
う
柏
樹
学
校
の
創
立
は
明
治
二
年
七
月
二
五
日
の
こ
と
。
こ
の
と
き
藤
枝

政
延
は
、
開
拓
使
よ
り
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
藤
枝
家
文
書
『
〔
賞
状
〕
』
（
１
７
１
３
０
）

を
以
下
に
掲
げ
る
。

「
少
講
義
藤
枝
政
延
」

「
柏
樹
学
校
」
経
費
之
内
へ
「
小
学
校
用
書
籍
」
差
出
候
段
奇
特
之
事
二
候
依
テ

其
賞
ト
シ
テ
木
盃
壱
個
被
下
候
事

「
明
治
十
一
年
七
月
廿
五
日
」

開
拓
使

一
石
村
子
太
頼
母
子
講
加
入
担
当
古
郡
真
直

一
口
礎
講
加
入
担
当
本
多
正
幸
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藤
枝
政
延
が
「
小
学
校
用
書
籍
」
を
「
柏
樹
学
校
経
費
之
内
」
に
差
し
出
し
た
こ
と

に
対
す
る
賞
状
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
書
籍
目
録
が
備
わ
ら
な
い
た
め
寄
付
し
た
書
籍

の
内
実
は
不
明
な
の
だ
が
、
次
の
史
料
か
ら
類
推
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

藤
枝
家
文
書
『
目
録
』
（
１
１
７
９
）
は
、
『
洋
算
独
学
附
録
』
初
篇
・
二
篇
か
ら

地
球
儀
ま
で
四
三
点
九
三
本
が
列
記
さ
れ
た
目
録
で
あ
る
が
、
末
尾
に
は
．
月
徹

三
／
外
二
習
字
艸
紙
有
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
徹
三
」
と
は
、
尾

●

山
塾
・
江
明
学
校
を
創
始
し
、
柏
樹
学
校
に
も
在
職
し
て
い
た
尾
山
徹
三
の
こ
と
か
と

思
わ
れ
る
。
『
町
史
』
⑥
に
よ
れ
ば
、
江
差
寄
留
の
近
江
商
人
福
原
利
兵
衛
が
明
治
七

年
に
招
請
し
て
子
弟
に
学
問
の
教
授
を
懇
請
し
、
徹
三
は
そ
れ
を
受
諾
し
て
上
野
町
の

私
宅
で
漢
学
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
尾
山
塾
と
称
さ
れ
た
同
塾
は
、

そ
の
後
、
明
治
八
年
に
江
明
学
校
と
改
称
。
そ
し
て
、
柏
樹
学
校
開
校
と
と
も
に
江
明

学
校
の
生
徒
も
移
動
し
、
徹
三
も
私
塾
教
師
と
と
も
に
柏
樹
学
校
の
教
師
と
な
っ
た
。

『
江
差
小
学
校
沿
革
誌
』
に
よ
る
と
、
「
徹
三
は
明
治
十
一
年
八
月
七
日
か
ら
同
年
十
二

月
二
十
四
日
ま
で
柏
樹
括
弧
に
在
職
」
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
柏
樹
学
校
を
辞

し
た
の
ち
、
明
治
一
二
年
に
江
明
学
校
を
再
開
。
明
治
一
四
年
四
月
、
明
治
一
四
年
四

月
『
私
学
開
業
規
則
』
に
の
っ
と
っ
て
私
立
小
学
校
の
開
業
を
出
願
し
鴎
島
学
校
を
開

校
す
る
の
で
あ
っ
た
（
九
一
二
～
九
一
三
頁
）
。
こ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
る
と
、
右

の
「
一
月
」
と
い
う
年
次
に
合
致
す
る
の
は
明
治
八
年
以
降
、
徹
三
が
江
明
学
校
も
し

く
は
鴎
島
学
校
在
職
時
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
教
科
書
類
で
、
明
治
五
、
六
年
刊
行
の
も
の
が
多

※
「
」
内
は
墨
書
。

い
（
地
球
儀
や
地
図
は
詳
細
不
明
）
。
「
開
化
用
文
章
上
下
二
本
／
但
政
延
ノ
印
ア
リ
」

と
い
っ
た
記
述
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
藤
枝
手
習
塾
で
使
用
し
て
い
た
書
籍
を
寄
贈
し
た

よ
う
で
あ
る
。
柏
樹
学
校
に
差
し
出
し
た
と
す
る
「
小
学
校
用
書
籍
」
も
、
お
な
じ
よ

う
な
書
籍
群
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
北
海
道
教
育
史
』
が
「
柏
樹
校
創
立
ま
で
続
い
た
よ
う
に
も

考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
た
の
は
、
柏
樹
学
校
な
ど
の
開
校
に
よ
っ
て
藤
枝
手
習
塾

の
塾
生
た
ち
が
同
校
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼

ら
門
弟
た
ち
は
「
明
治
十
四
年
藤
枝
政
延
の
没
後
に
、
皇
学
舎
同
人
会
を
結
成
し
、
同

志
の
交
り
を
長
く
続
け
た
と
い
わ
れ
て
る
」
が
（
『
町
史
』
⑥
、
九
○
七
頁
）
、
皇
学
舎

同
人
会
に
関
す
る
文
書
は
未
調
査
で
あ
る
。
関
川
与
左
衛
門
も
「
公
立
病
院
の
建
築
・

市
衛
地
道
路
改
修
等
に
は
率
先
私
財
を
醗
金
し
、
或
は
道
議
会
開
設
の
提
言
者
と
し
て
、

そ
の
実
現
に
奔
走
し
」
て
い
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
（
『
町
史
』
④
、
二
四
頁
）
、
皇

学
舎
と
し
て
の
活
動
は
こ
の
こ
ろ
を
も
っ
て
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。関

川
家
文
書
『
学
社
会
金
一
覧
』
（
２
７
１
９
５
１
）
は
、
明
治
一
三
年
の
皇
学
舎

に
お
け
る
月
々
の
入
金
状
況
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
皇
学
舎
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

藤
枝
、
本
多
、
古
郡
、
関
川
の
ほ
か
、
山
内
、
井
野
、
岸
田
、
内
藤
、
成
田
、
永
井
の

六
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
山
内
、
井
野
、
岸
田
の
三
名
は
同
年
二
月
に
、
内
藤
、
成

田
、
永
井
の
三
名
は
同
年
三
月
に
入
社
し
て
い
る
。
小
会
は
二
日
、
定
会
日
は
二
五

日
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
と
き
に
学
社
金
を
集
め
て
い
た
よ
う
だ
が
、
七
月
に
与

左
衛
門
が
入
金
し
て
以
降
、
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

明
治
一
三
年
と
い
え
ば
、
平
田
鐵
胤
の
没
年
で
も
あ
る
。
藤
枝
正
承
家
文
書
に
は
、
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「
明
治
十
三
年
一
月
廿
日
朝
拝
に
大
内
に
参
り
」
て
詠
ん
だ
鐵
胤
詠
歌
と
篤
胤
詠
歌
の

写
し
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
②
６
４
、
②
６
５
）
。
ど
ち
ら
に
も
「
鐵
胤
」
「
手
八
十

二
」
と
あ
る
が
、
筆
勢
や
墨
の
ノ
リ
か
ら
み
て
写
し
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
も

と
に
し
た
も
の
は
不
明
）
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
気
吹
舎
と
の
関
連
を
示
す
最
後

の
史
料
で
あ
る
が
、
皇
学
舎
の
活
動
終
止
に
は
鐵
胤
の
死
と
い
う
の
も
引
き
金
と
し
て

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

如
上
、
皇
学
舎
の
終
焉
は
明
治
一
三
年
こ
ろ
と
思
量
す
る
次
第
で
あ
る
。

右
、
書
籍
の
移
動
を
中
心
軸
と
し
て
、
皇
学
舎
関
連
の
動
向
を
原
文
書
に
就
き
な
が

ら
時
系
列
に
追
い
か
け
て
き
た
。
結
果
、
『
町
史
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
皇
学

舎
と
し
て
の
活
動
は
ず
っ
と
時
代
を
降
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
明
治
三

年
を
皇
学
舎
の
始
発
点
と
し
て
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が
、
な
ぜ
こ
の
時
期

に
皇
学
舎
を
立
ち
上
げ
た
の
か
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の

か
と
い
っ
た
問
題
は
ま
だ
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
前
者
の
問
題
は
姥
神
神
宮
史
と
の
関

連
で
、
後
者
の
問
題
は
残
存
書
籍
の
精
査
を
と
お
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
か
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
次
稿
で
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

注
（
１
）
『
調
査
研
究
報
告
」
第
二
八
号
、
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
収
集
事
業
部
、
二
○
○
八
年

一
月
。

お
わ
り
に

（
２
）
本
稿
に
お
い
て
『
江
差
町
史
』
は
『
町
史
』
と
略
記
し
、
巻
数
は
丸
数
字
で
示
し
た
。
刊

行
年
は
省
略
し
、
引
用
箇
所
は
「
『
町
史
』
⑥
、
九
○
四
頁
」
の
よ
う
に
巻
数
と
頁
数
の
み

記
し
て
あ
る
。
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
合
字
は
開
い
て
あ
る
。
原
文
書
に
つ
い
て
も
同
断
で

あ
る
。
原
文
書
に
付
さ
れ
て
い
る
数
字
は
、
江
差
町
郷
土
資
料
館
の
請
求
記
号
で
あ
る
。
未

整
理
の
文
書
は
使
用
し
て
い
な
い
。

（
３
）
関
川
家
文
書
『
明
治
一
四
年
八
月
二
日
履
歴
書
関
川
平
四
郎
文
政
元
子
年
五
月
五

日
生
』
（
２
７
１
７
３
）
も
参
照
。

（
４
）
関
川
家
文
書
『
皇
学
舎
掛
金
出
納
（
明
治
三
年
一
月
二
五
日
）
』
（
２
５
１
４
４
）
で
は
、

明
治
六
年
よ
り
新
単
位
が
見
ら
れ
る
。
同
年
は
新
旧
単
位
を
併
用
し
て
い
る
が
、
翌
七
年
か

ら
は
新
単
位
の
み
の
表
示
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
『
訂
正
増
補
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
、
日
本
全
国
商
工
人
名
録
発
行
所
、
明
治
三
一
年

再
版
、
す
ノ
ー
四
頁
。

（
６
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
『
平
田
篤
胤
関
係
史
料
目
録
」
（
二
○
○
七
年
）
に
、

藤
枝
政
延
・
古
都
直
進
（
「
古
郡
真
直
」
の
こ
と
か
）
よ
る
平
田
胤
雄
宛
『
書
状
包
紙
』
（
明

治
一
二
年
四
月
二
二
日
付
、
資
料
番
号
２
５
０
１
６
、
同
書
二
四
頁
掲
赦
）
が
あ
る
。
筆

者
未
見
で
あ
る
が
、
表
題
か
ら
推
す
か
ぎ
り
「
包
紙
」
の
み
で
あ
る
よ
う
だ
。
歴
博
所
蔵
平

田
関
係
資
料
に
お
け
る
皇
学
舎
関
連
は
こ
の
一
点
の
み
で
あ
る
。

（
７
）
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
二
二
号
、
二
○
○
五
年
三
月
、
一
三
九
頁
。

（
８
）
谷
省
吾
『
平
田
篤
胤
の
著
述
目
録
研
究
と
覆
刻
』
、
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
一
九
七
六
年
、

一
○
一
頁
。
同
書
に
掲
赦
さ
れ
て
い
る
図
版
は
右
半
面
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
関
川
家
文

書
所
蔵
史
料
を
比
較
し
て
み
る
と
、
関
川
家
文
書
の
上
段
六
点
目
．
同
（
引
用
者
注

『
古
史
伝
』
）
廿
七
廿
八
二
冊
同
一
両
一
分
」
、
お
よ
び
中
段
九
点
目
「
太
昊
古
暦
伝
成
文

同
一
分
四
百
文
」
が
そ
れ
ぞ
れ
谷
前
掲
書
所
戦
図
版
で
は
墨
格
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
除
い

て
書
名
・
価
格
に
違
い
は
な
い
。
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（
ｕ
）
「
藤
枝
修
衡
」
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
本
居
・
平
田
両
家
の
贈
状
」
と
い
う
の
は
、
本
居
豊

穎
と
平
田
鉄
胤
か
ら
贈
ら
れ
た
本
居
宣
長
と
平
田
篤
胤
の
肖
像
の
こ
と
で
、
藤
枝
家
の
床
の

間
に
両
軸
を
掛
け
て
い
た
と
い
う
。
お
な
じ
よ
う
な
説
明
は
『
町
史
』
⑥
で
も
見
受
け
ら
れ

る
の
だ
が
、
『
町
史
」
で
は
幕
末
頃
の
様
子
で
あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
九
○

七
頁
）
。
如
上
、
『
町
史
』
利
用
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
を
要
す
る
箇
所
が
ま
ま
存
す
る
。

（
９
）
前
掲
『
訂
正
増
補
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
、
す
ノ
ー
五
頁
。
屋
号
は
山
笠
に
「
小
」
。

（
皿
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
木
戸
論
文
が
引
用
し
て
い
る
関
川
家
文
書
『
明
治
六
年
二
月
二
八
日

～
三
月
一
六
日
出
函
日
誌
乾
』
（
１
２
１
６
４
）
、
関
川
家
文
書
『
皇
学
舎
掛
金
出
納
（
明

【
付
記
】調

査
お
よ
び
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
ご
高
配
賜
っ
た
江
差
町
郷
土
資
料
館
に
記
し
て
深
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
基
幹
研
究
「
十
九
世
紀
の
出
版
と
流
通
」
二
月
例
会
（
二

○
一
○
年
二
月
二
二
日
、
於
国
文
学
研
究
資
料
館
）
で
の
報
告
「
藤
枝
家
文
書
・
関
川
家
文

書
に
み
る
皇
学
舎
関
連
の
動
き
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
先

生
方
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

治
三
年
一
月
二
五
日
）
』
（
２
５
１
４
４
）
を
参
照
。
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